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「名大の授業」の概要
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公開講義数
日本語 英語

授業 98 40

その他 52 0

計 150 40

Aug 2010
Jul 2010

Jun 2010
May 2010
Apr 2010
Mar 2010
Feb 2010
Jan 2010
Dec 2009
Nov 2009
Oct 2009
Sep 2009

0 7500 15000 22500 30000

アクセス数



「名大の授業」の特徴

「名大の授業」という
ニックネームを採用

部局長推薦と委員会推薦

１分間授業紹介

授業の工夫

「名大の授業」OCWサポート
スタッフの工学部２年林です。
「名大の授業」は大学の
教職員とサポートスタッフが

協力して制作しています。興味ある分野
の勉強の参考にしてもらう他、大学に
入ってみないと分からない授業の雰囲気を
体験してください。「名大の授業

」名 大 の 授 業 を 体 験 し よ う ！

つ
か
い
方

1分間授業紹介  

授業の工夫

授業ホーム
授業のトップページです。担当の先生の写真と名前、
講義の目的など授業の概要が書いてあります。

研究科の魅力や授業の特徴、高校生・
大学生への部局長からのメッセージを
ご覧いただけます。

研究科

アクセスランキングを月ごとに
8位まで集計しています。

つかい方

講義資料
実際の授業で使われている
講義ノートなどを掲載しています。
授業の雰囲気を体験できます。

用語解説 ‘シラバス’、‘単位 ’ など
大学でよく使われる用語の
解説文を載せています。

担当教員による授業紹介ビデオです。
授業のねらいや「名大の授業」
利用者へのメッセージが
先生自身の声で語られています。

サポートスタッフの
おすすめする授業、
大学の様子がわかる
記事などの特集です。

先生の思い入れ、教育への
熱意が書かれています。
大学での学び方を考える上でも
活用してください。
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基礎セミナー
初年次教育

文理融合

少人数のセミナー形式

ユニークな授業実践を
行っている授業多い

全教員が数年ごとに担当する全学
参加体勢による授業科目

学部新入生（１年生）に対して開
講

コモン・ベーシックとしての読み
（文献調査，考察，検討），書き
（まとめ，報告書作成），話す
（討論，発表）を中心とした多面
的な知的トレーニングを通して，
自律的学習能力を育成することを
目標としている



ボードゲームを究める
授業の設計においては，純粋な娯楽である
ボードゲームを使って，いかに多角的にリテ
ラシーの授業として成立させるかがポイント
であると思います．受講生が ほとんど知識を
もたないような外国製ゲームを使うことはよ
かったと思っています．なぜなら，ルールを
自分で理解し，他人にプレゼンしてわから
せ，プレイを 通じて戦略を考え，議論す
る，また，同時に外国の文化的背景も考え
る，・・，というように，様々な要素が含ま
れていますので．



オペラの魔力とは何か

この授業も「ボードゲームを究める」と同様
に娯楽芸術のひつとであるオペラを題材にす
ることで、基礎 セミナーの目標である、読
み、書き、調べる、プレゼ ンする、能力を
身につけるだけでなく、外国の文化も学ぶこ
とができる授業です。とは言うものの、オペ
ラは、今時の学生にとってはなじみの薄いも
のでしょう から、なお良いのかも知れませ
ん。



物理学実験

この授業がユニークな点は、授業で使う実験
器具の 使い方、また実験を行う上での注意
点などをまとめた ビデオ教材を、授業の始
まる前までに閲覧するように 学生に課して
いる点です。



まとめと今後の展開
基礎セミナーでは、童心に返って

学 生と一緒に楽しんでやってい

る授業も多数あります。 

体系化された学問に根ざした授

業も重要ですが、学生 と共に楽

しみながら真理を探究すること

の面白さを伝 えていく、すなわ

ち研究の楽しみを伝える授業も

重要 かと思われます。

そのような観点でカリキュラムも

見 直していくことも、今後必要

になってくるように思い ます。


